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【背 景 と 目的 】ギ酸 オキ シダー ゼ(FOD)は、!1βρ81窃刀!'3刀oη1血slRIO13と0θ加1γoη1アo卵
剛11加θMH201由来の酵 素 しか報 告 されて いな い。我 々 は、最近 、MH201由 来 のギ酸 オ
キ シダーゼ(FOD)遺 伝子 の クロー ニ ング、発現 に成 功 し、 この酵母FODが 、
Glucose-methano1・choline(GMC)oxidoreductaseファ ミリー に属 し、FAD結 合 保存配 列
を持 つ こと を明 らか に した。Blast検索 を行 った結果 、GMCoxidoreduc七aseファミ リー に
属 す るタ ンパ ク質の 中で11,01甥aθRIB40由来unnamedprotein(accessionno,
XPOO1727378)が、最 も高 い ア ミ ノ酸 配列 相 同性 を示 し、 同 じFAD結 合 保存 配列 を持 って
いた。本 研究 で は 、 このunnamedpr。teinをコー ドす る遺 伝子 を大腸 菌 で発現 し、発現 さ
せ た タ ンパ クの性 質 の検 討 を行 った。
[結果 と考察}こ の発現 させた タ ンパ ク質 は、FOD活 性 を示 した 。本FODとMH201の
FODは 、可視 吸収 ス ペク トル 、㎞ 値 、最適pHな どは類似 して いたが 、本FODはMH201
のFODに 比べて10℃ 高い熱 安定性 を示 した.コ フ ァク ター を明 らか にす るため 、本FOD
か ら熱処 理 によ り得た抽 出 物 とFADの 可視 吸 収ス ペク トル 、蛍 光ス ペ ク トル の比較 を行 っ
た。抽 出物 とFADの 両 ス ペク トル は、抽 出物 が示すnear・UV領域 の ピー クがFADの 示す
near-UV領域 の ピー クよ りも低波 長側 に シフ トして い る点 を除 いて 、類 似 して いた。また 、
HPLC分析 で は、抽 出物 とFADは 異 な る ピー クを示 した 。これ らの スペ ク トル 分析 とHPLC
分析 の結果 、及 びFODにFAD結 合 保存 配列 が存在す る ことよ り、FODは コフ ァクター と
して 修飾 され たEADを 持 って い る と考 えて い る。
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